
ローカル・ルール 

 

1． アウト・オブ・バウンズ（以下 OB とする。）の境界は白杭またはフェンスにて標示する。 

2． 修理地は青杭または白線にて標示する。コース内全ての修理地はスタンスで足がかかる場合も含めプレーの禁止区域

とする。 

3．第一打目が OB の場合、前進４打で特設ティにてプレーしなければならない。但し、委員会が定めた競技会は除く。 

4. 第二打目以降、OB や紛失球となった場合の罰は、２打。救済エリアを確定してからドロップする事ができる。 

但し、委員会が定めた競技会は除く。 

4-1 OB の場合  

ボールが OB の境界線を横切ったと推定される地点を A地点。A地点から最も近くでホールに近づかない 

プレーしているホールのフェアウェイとラフの境界線の地点を B地点。ホールから B地点を通る直線と 

その外側の 2クラブレングスまでの、ジェネラルエリアすべてをドロップエリアとする。 

4-2 紛失球の場合  

ボールが OB の境界線を横切ったと推定される地点またはジェネラルエリア内で紛失球となった地点を A地点。 

A地点から最も近くでホールに近づかない、プレーしているホールのフェアウェイとラフの境界線の地点をB地点。

ホールから A地点を通る直線とその外側の 2クラブレングス、B地点を通る直線とその外側の 2クラブレングス 

までの、ジェネラルエリアもしくは A地点 B地点間すべてをドロップエリアとする。 

5．電磁誘導カート用の２本のコンクリート軌道は、全幅をもってカート道路とみなす。球がこのカート道路にふれてい

る場合、スタンスで足がかかる場合も含め競技者はゴルフ規則 16-1a を適用しなければならない。 

6．バンカー内に青杭が１本打ってある場合、当該バンカーの全域を修理地とする。 

7. グリーン上ではパター以外のクラブを使用することができない。 

8．ホールとホールの間では、プレーヤーは終了したばかりのホールのパッティンググリーン、次のホールのティーイン

グエリアにてパッティングやチッピングの練習をすることができない。 

9．NO2、NO5 ホール間において黒黄杭を結んだ線を横切った場合は、１打付加し球の静止した地点より、ホールに近づか

ないで、プレー中のホールのラフとの境より１クラブレングス以内のフェアウェイにドロップしなければならない。

但し、ドロップする箇所がない場合に限り、ラフを認める。また、黄杭を結んだ線を横切った場合は、ドロップエリ

アから１打付加しドロップ。 

10. NO2 ホール、カート道の右は修理地とする。ゴルフ規則 16-1a を適用し、ドロップする場所はカート道の左とする。 

11.カート路の救済を受ける際、ニアレストポイントが急傾斜でありドロップして止まらないと想定できる場合、マーカ

ー確認の上、ニアレストポイントはカート路を横断して設定することができる。 

12.その他、臨時の規則はその都度掲示し、それ以外の規則は JGA 規則を適用する。  
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